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地域で支える
医療と介護

〈長崎県病院企業団通信〉

｢ふくよか」の由来

医療人として患者さん
に寄り添った会話が
自然と出てくるような
能力を付けて欲しいと
の願いが込められてい
ます｡
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vol.39新企業長より

長
崎
県
病
院
企
業
団
、

　
　
　
　
　
　
企
業
長
に
就
任
し
て

長
崎
県
病
院
企
業
団

　企
業
長

　八
橋

　弘

令
和
６
年
４
月
１
日
に
長
崎
県
病
院
企
業
団
、
企

業
長
を
拝
命
し
ま
し
た
八
橋
弘
で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
初
め
に
簡
単
に
自
己
紹
介
を
い
た
し
ま

す
。
私
は
愛
媛
県
の
出
身
で
す
が
、
長
崎
大
学
に
入

学
し
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
40
年
以
上
長
崎
県
で

暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
３
月
ま
で
は
大
村
市
に

あ
る
国
立
病
院
機
構
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
に
36
年
間

勤
務
し
、
最
後
の
５
年
間
に
副
院
長
と
院
長
を
経
験

し
て
、
こ
の
た
び
長
崎
県
病
院
企
業
団
に
赴
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
４
月
、
総
務
省
か
ら
昨
年
１
年
間
に
日

本
の
総
人
口
は
55
万
６
千
人
、
日
本
人
人
口
は
75
万

人
減
少
し
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
の
都
道
府

県
の
人
口
が
１
年
間
で
な
く
な
る
と
い
う
ス
ピ
ー
ド

感
で
日
本
は
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
と

高
齢
化
、
医
師
配
置
の
偏
在
、
医
師
の
労
働
時
間
の

制
限
、
看
護
師
不
足
な
ど
の
諸
問
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、
我
々
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
の
変
化
に
応
じ
て

様
々
な
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
か
つ
必
要

な
医
療
を
地
域
住
民
の
方
々
に
継
続
的
に
提
供
し
つ

づ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
長
崎
県
に
お
い

て
は
、
60
年
前
か
ら
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
始
ま

り
、
現
在
も
そ
の
変
化
は
加
速
し
て
い
ま
す
。
ま
た

長
崎
県
は
複
雑
な
地
形
を
有
し
、
か
つ
多
く
の
離
島

を
抱
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
長
崎
県
で
の
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ

い
て
の
気
付
き
と
対
策
の
取
り
組
み
は
早
く
、
50
年

前
か
ら
離
島
医
療
制
度
と
医
師
の
ロ
ー
テ
イ
ト
研
修

を
開
始
し
、
他
の
都
道
府
県
と
比
較
す
る
と
厳
し
い

環
境
下
で
も
離
島
医
療
に
か
か
わ
る
多
く
の
優
秀
な

医
師
を
育
て
て
き
た
と
い
う
実
績
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
離
島
に
点
在
し
た
病
院
の
統
廃
合
と
病
院
機
能

の
集
約
化
に
も
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
長
崎
県
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
は
、
全
国

で
も
早
期
に
導
入
さ
れ
、
今
も
し
っ
か
り
と
離
島
医

療
や
僻
地
医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
長
崎

県
で
お
こ
な
わ
れ
た
医
療
教
育
と
医
療
改
革
は
、
古

く
は
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
が
、
今
は
長
崎
県
病
院
企

業
団
が
、
先
頭
に
立
っ
て
牽
引
す
る
こ
と
で
お
こ
な

わ
れ
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
今
の
医
療
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
病
院

の
建
物
や
医
療
機
器
の
整
備
だ
け
を
考
え
る
、
医
師

数
の
確
保
だ
け
を
考
え
る
の
は
、
今
の
時
代
に
合
わ

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
都
会
に
は
多
く
の
病
院
が
あ
り
、

多
く
の
医
師
が
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
は
都
会
ほ
ど
救
急
搬
送
困
難
事
例
が

多
く
発
生
し
ま
し
た
。
医
療
機
関
同
士
の
連
携
や
病

院
の
役
割
分
担
が
上
手
く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
の

が
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

病
院
と
い
う
建
物
が
あ
っ
て
も
、
看
護
師
の
数
が

確
保
で
き
な
い
場
合
や
適
正
な
医
師
配
置
が
で
き
な

い
場
合
な
ど
、
病
院
が
人
材
を
有
効
に
活
用
し
、
上

手
く
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
適
正
な

医
療
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が

今
の
病
院
の
実
情
で
す
。
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情

医
師
を
本
土
か
ら
離
島
に
運
ぶ
た
め
に
病
院
企

業
団
が
運
航
し
て
い
る
リ
ム
キ
ャ
ス
は
、
診
療
時

間
の
確
保
や
離
島
で
本
土
と
同
じ
診
療
を
受
け
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
交
通

機
関
で
の
移
動
が
難
し
い
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
、

長
崎
大
学
病
院
な
ど
の
患
者
が
、
引
き
続
き
地
元

離
島
病
院
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
ヘ
リ
で

搬
送
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
か
ら
運
航
を
始

め
た
リ
ム
キ
ャ
ス
は
、
令
和
６
年
度
に
就
航
５
周

年
を
迎
え
ま
す
。
週
３
回
・
年
間
１
５
０
回
程
度

の
計
画
運
航
で
、
こ
れ
ま
で
延
べ
２
，
１
０
０
名

を
超
え
る
派
遣
医
師
や
、
40
名
を
超
え
る
患
者
を

搬
送
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
リ
ム
キ
ャ
ス
の
非
稼
働
日
を
活
用
し
た
県

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
時
間
の
拡
大
の
た
め
の

環
境
を
整
備
し
て
い
く

予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
県
な
ど

の
関
係
機
関
の
支
援
・

協
力
を
得
な
が
ら
、
離

島
医
療
を
空
か
ら
支
え

る
ヘ
リ
と
し
て
運
航
し

て
い
き
ま
す
。

報
、
時
間
な
ど
、
健
全
な
病
院
の
運
営
、
適
切
な
医

療
の
展
開
を
お
こ
な
う
上
で
は
、
想
像
以
上
の
多
く

の
因
子
が
複
雑
に
絡
ん
で
い
て
、
ど
れ
か
一
つ
で
も

欠
け
る
と
適
正
な
医
療
を
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
を
は
じ

め
と
す
る
病
院
職
員
の
確
保
に
加
え
て
、
い
か
な
る

時
も
住
民
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
提
供
し
続
け

る
と
い
う
情
熱
と
そ
の
工
夫
と
仕
組
み
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
離
島
や
僻
地
に
住
む
方
々
の
病
院
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
良
く
す
る
こ
と
、
道
路
整
備
や
ヘ
リ
を
用

い
た
患
者
搬
送
の
充
実
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
も
、
こ
れ

か
ら
の
長
崎
県
の
医
療
を
守
る
上
で
は
大
切
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
人
々
が
、
豊
か
な
生
活
を
営
み
、
す
ぐ
れ
た
文

化
を
展
開
し
、
人
間
的
に
魅
力
あ
る
社
会
を
展
開
す

る
為
に
は
、
き
れ
い
な
空
気
や
水
や
自
然
あ
ふ
れ
る

環
境
、
交
通
機
関
や
上
下
水
道
、
電
気
と
ガ
ス
、
そ

し
て
教
育
、
医
療
、
司
法
、
金
融
制
度
が
必
要
で
あ

る
」
こ
れ
は
、
東
大
名
誉
教
授
で
数
理
経
済
学
者
の

宇
沢
弘
文
氏
（
１
９
２
８-

２
０
１
４
年
）
が
書
か

れ
た
「
社
会
的
共
通
資
本
」
の
一
節
で
す
。
私
は
、

36
年
間
、
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
と
い
う
３
次
救
急
病

院
に
勤
務
し
て
き
た
経
験
と
、
こ
の
４
年
間
の
コ
ロ

ナ
診
療
の
対
応
に
関
す
る
経
験
か
ら
、
「
病
院
は
、

そ
の
地
に
住
む
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
す
為
に
必
要

な
も
の
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
確

信
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

長
崎
県
病
院
企
業
団
は
、
企
業
団
に
属
す
る
病
院

や
診
療
所
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
長
崎
県
全
体
の
医

療
を
支
え
る
屋
台
骨
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
、
長
崎
大
学
病
院
を
は

じ
め
と
す
る
県
内
の
病
院
、
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
、

医
師
会
、
長
崎
県
・
６
市
１
町
の
方
々
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
長
崎
県
病
院
企
業
団
に
所
属

す
る
８
つ
の
病
院
と
３
つ
の
附
属
診
療
所
を
上
手
く

機
能
さ
せ
て
運
営
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
約
２
，４
０
０
名
か
ら
な
る
長
崎
県
病

院
企
業
団
職
員
の
皆
さ
ん
が
、
こ
こ
で
仕
事
を
す
る

こ
と
に
生
き
が
い
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
魅
力
的
な
組
織
作

り
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
自
身
の
医
師
人
生
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
長
崎
県
以
外
の
地
で
暮
ら
す
選
択
肢
が
今
ま
で

な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
し
か
し
、
私

は
、
こ
の
魅
力
あ
る
長
崎
県
で
暮
ら
す
道
、
長
崎
県

で
医
師
を
続
け
る
道
を
選
び
続
け
ま
し
た
。
私
は
、

医
療
の
面
か
ら
、
県
民
が
長
崎
県
で
暮
ら
す
こ
と
の

満
足
感
と
安
心
感
を
担
保
し
た
上
で
、
こ
の
魅
力
あ

る
長
崎
県
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

リ
ム
キ
ャ
ス（
離
島
等
医
療
連
携
ヘ
リ
）が

就
航
５
周
年
を
迎
え
ま
す
！
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Ⅰ アイランドナース活動報告会

認定・専門看護師
などの資格取得
に興味のある方
はこちら

長崎県病院企業団看護部HP

看護部門の取組

特集特集
１１

Zoom up!Zoom up!
++

昨年12月、歴代のアイランドナース（派遣者）の皆さんによる活動報告
会を長崎市で開催しました。これまでに企業団離島病院に来られた長崎
大学病院、長崎医療センターや九州医療センターの看護師の皆さんが
一同に集い、派遣を希望された動機や派遣病院での学び・エピソード、
離島医療の経験を活かした活動などを報告しました。また、報告会後の
交流会では、離島ならではの体験を語り合うなど、互いの親睦を深め、
楽しいひと時を過ごしました。

都市部の大規模病院から企業団の離島病院へ看護師を派遣することで、看護師不足の離島病院を
サポートし、派遣者も自病院では経験できない地域医療・看護を学び、看護実践力の向上を図る事業で
す。派遣期間は１年以内。平成22年度に開始し、令和5年度までに55名の方を派遣いただいています。

○�企業団ホームページをリニューアルし、「看護部門」ページを開設しました。今回は、看護学生や一般
の看護師・助産師、企業団看護職員の皆さんへ、企業団看護部門の教育方針やキャリアパス、研修制
度などをわかりやすく理解してもらうように解説しています。また、企業団職員限定でキャリアラダー
研修動画なども公開しています。

○�また、「VIVANTナース」と題し、企業団病院でイキイキ・ハツラツと
仕事（WORK）や生活（LIFE）を楽しみながら働く職員を紹介して
いきます。第一弾は本部の貞方看護管理監、壱岐病院の庄山副看護
部長です。２か月ごとに更新予定ですので、お楽しみに！

２月に５年ぶりの認定・専門看護師のための研修会を開催しました。
企業団では、現在、専門看護師１名、認定看護師等34名が活躍しており、
今回は計23名が参加しました。専門的知識や経験をどのように活かす
か、ワクワク感をもって仕事に取り組む方法、診療報酬加算を考慮した業
務改善の提案など、多角的に業務を見つめなおしながら、参加者の一体
感を高める機会となりました。

Ⅱ 認定看護師・専門看護師研修会

アイランドナース・ネットワーク事業とは

企業団HPに「看護部門」ページを新設

トップ 職員専用ページ 教育関連ページ

公営企業会計システムのリニューアル公営企業会計システムのリニューアル

令和６年度病院事業会計（当初予算）の概要令和６年度病院事業会計（当初予算）の概要

特集特集
２２

Zoom up!Zoom up!
++

１ 電子決裁機能
新たに「電子決裁機能」を設けており、収入や支出など会計伝票の処理について、全て電子

上で行い、決裁もパソコン上で行うことになります。将来的に紙伝票を廃止していく予定で、コ
スト削減やオフィスの省スペース化などが期待できます。

２ 自動仕訳機能
起票時に予算科目を入力するだけで、自動的に仕訳作業が実施され、複式簿記に不慣れ

な職員も簡単に操作することが可能となります。また、未収金・未払金について、これまでの
システムでは月次の収支状況を把握するため、振替伝票と収入・支払伝票を分けて起票して
いましたが、本機能により一括して作業ができます。

３ ログ監理機能
会計伝票の修正・削除の操作記録を全て保存する「ログ監理機能」が追加されたことで、

事故や不正を防止することにつながります。

新
し
く
追
加
さ
れ
た
主
な
機
能

令和６年度から新しい「公営企業会計システム」に変わりました。今回の更新で新しい機能が追加さ
れ、各病院での日頃の会計事務だけでなく、本部でも財務諸表の作成や消費税の計算が容易に行えるな
ど業務改善が期待できます。

令和６年３月定例会議会において、令和６年度病院事業会計（当初予算）が可決・成立しました。予算
では、総収益は医業収益の829百万円の増、医業外収益の255百万円の増などにより1,082百万円の増
加、総費用は医業費用の994百万円の増などにより1,004百万円の増加となり、経常損益は101百万円増
の79百万円、純損益は78百万円増の55百万円となります。

引き続き、医療の質の維持・向上を図り、島内で治療可能な患者の島内での受診を促進する「郷
きょう

診
しん

郷
きょう

創
そう

」の取組などにより、安定した経営を目指していきます。

区　　分
Ｒ５年度
当初予算

①

Ｒ６年度
当初予算

②

増　　減
増減額 伸び率

②－①：③ ③／①
総　収　益 32,542 33,624 1,082 3.3

　経常収益 32,478 33,562 1,084 3.3
　　医業収益 27,222 28,051 829 3.0
　　　うち入院収益 16,906 17,623 717 4.2
　　　うち外来収益 8,323 8,547 224 2.7
　　　うちその他医業 1,488 1,336 ▲�152 ▲�10.2
　　医業外収益 5,256 5,511 255 4.8
　　　うち繰入金 3,470 3,650 181 5.2
　特別利益 63 62 ▲�2 ▲�3.1

総　費　用 32,565 33,569 1,004 3.1
　経常費用 32,500 33,483 983 3.0
　　医業費用 32,050 33,044 994 3.1
　　　うち給与費 17,099 17,539 440 2.6
　　　うち材料費 6,477 6,601 124 1.9
　　　うち経費 5,760 6,066 306 5.3
　　　うち減価償却費 2,444 2,571 128 5.2
　　医業外費用 450 439 ▲�11 ▲�2.4
　特別損失 64 85 21 32.4
　予備費 1 1 0 0.0

経常損益 ▲�22 79 101
当年度純損益 ▲�23 55 78

※ 注1）医業外収益・費用は、訪問看護ステーション事業の収益・費用を含む｡　※ 注2）百万円未満の端数処理の関係で一致しない箇所がある｡

（単位：百万円、％)
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祝退職 長い間
ありがとうございました

３月に病院企業団全体の送別会が行われました。今回
は３期12年の任期を終え退任される米倉正大企業長、
退職される幹部職員の皆様をお送りするため、矢野右人
名誉顧問やOBの方 な々ど多数のご出席をいただきました｡

退職される皆様のこれまでの病院企業団への多大なご
尽力に感謝するとともに、今後ますますのご健勝及びご多
幸をお祈りいたします。

昭和60年から４年間を県立
成人病センター多良見病院、
平成元年より35年、先輩方と
皆さま方のご指導とご厚情に
より島原病院に勤務させてい
ただきました。心よりお礼申し
上げます。看護師としての職業
を通して、同じ目標に向かって
仕事をさせていただいた先輩
方や同僚、多くの患者さんやご
家族との出会により、自分を成
長させてもらったと感謝してお
ります。また、施設内や地域に
おいて患者さんやご家族より声
をかけていただいたことも喜
びでした。看護管理者として
は、「人材確保」と「人材育
成」が大きな課題となりまし
た。企業団本部の皆さまのご
指導や企業団病院の皆さまと
の交流が有難く、支えとなりま
した。少子、超高齢、多死社会
が進展する中、島原病院が島
原半島の中核病院として地域
医療に貢献し、求められる病
院としてあり続けられるようお
祈りいたします。今後の病院企
業団の発展と、皆さまのご活
躍を祈念しております。ありが
とうございました。

昭和60年に旧厳原病院に
入職し、39年の看護師人生
をこの病院と共に過ごしてき
ました。２度の病院引っ越し
を経験し、多くの思い出が詰
まった対馬病院を、とうとう
定年退職することとなりまし
た。看護部長として迎えた最
後の一年は、怒涛のように過
ぎていきました。２交代勤務
体制への移行、外国人技能
実習生の受け入れ、ジャパン
ハートに協力していただき対
馬病院プロジェクトを立ち上
げ人材確保に取り組んだこ
と、残る仲間のためにも、少
しでも働きやすい職場にした
いという思いで、走り続けた
一年でした。とても楽しく取
り組むことができたのは、未
熟な私を支えて下さった貞方
看護管理監、八坂院長、事務
部長、副看護部長達のおかげ
と感謝しております。本当に
ありがとうございました。今
後の病院企業団の発展と、
対馬病院が益々住民に選ば
れる病院となることを祈念し
ております。

令和3年4月から3年間、勤務
いたしました。赴任した際はま
だコロナ禍の真っ只中で、収まる
気配がありませんでした。しかし
感染チームの早期対応、院長の
リーダーシップの下、病院一丸と
なって乗り越えられたと思いま
す。職員の皆様の協力にはとて
も感謝しております。そして、常
に苦労したのが、夜勤人員の確
保、助産師・看護師等人材の確
保でした。厳しい状況の中、看
護職員の皆様には協力して頑
張っていただきありがとうござ
いました。これからの課題でも
ありますが、離職者の減や新規
採用者の確保のため、職場環境
は重要と考えます。今後病院の
増築工事の完成後には、より働
きやすくなることを期待します。
島内代表の病院として、これか
らも島民に選ばれる素晴らしい
病院であり続けてほしいと願っ
ています。これまでご支援ご協
力いただいた皆様に心よりお礼
を申し上げます。本当にありがと
うございました。今後の病院企
業団の益々の発展と職員の皆様
のご健勝とご多幸を祈念いたし
ます。

島原病院
看護部長
小松 美佳

壱岐病院
看護部長
柳澤あけみ

対馬病院
看護部長
武田 惠美

ご退職される３名の看護部長から
ご挨拶をいただきました

長崎県医療計画（第8次）の概要

特集特集
３３

Zoom up!Zoom up!
++

●�医療機能の分化・連携の推進を通じて、地域において切れ目の
ない医療の提供を実現し、良質かつ適切な医療を効率的に提供
する体制の確保を図る

(１）総論
●�病床等の整備単位である「二次医療圏」と、医療圏ごとに基準病床（病床規制の基準となる病床数）を設定
●�本県の現状（人口動態、受療動向等）

(２）５疾病６事業及び在宅医療
●�がん、脳卒中、急性心筋梗塞等の心血管疾患、糖尿病、精神疾患の５疾病と、離島へき地、救急、小児、
周産期、災害、新興感染症発生・まん延時における医療の６事業及び在宅医療について、課題や施策の
方向性及び評価する指標を設定

(３）主要な分野の医療提供体制
●�(２）以外で、本県の実情に照らして必要な疾患等（リハビリ、難病・アレルギー、結核・感染症、臓器移
植、高次・救急歯科医療）について、課題や施策の方向性及び評価する指標を設定

(４）地域医療構想　　　(５）医療の安全確保と医療サービス　　　(６）外来医療計画
(７）地域医療を担う人材の確保と資質の向上
●医師、歯科医師、看護職員、薬剤師、歯科衛生士・歯科技工士等医療従事者の確保と育成

(８）二次医療圏ごとの課題と施策の方向性

超高齢社会・人口減少社会における持続可能
な医療体制の構築
高齢化の進展による医療ニーズの変化や人口減少
による労働力人口の減少を踏まえ、地域の実情を踏
まえた効率的・効果的な医療体制の構築を図る
✓回復期病床への病床転換や病床適正化の促進
（地域医療構想）
✓疾病予防・介護予防まで含めた体制の充実
（がん、脳卒中、心血管疾患、糖尿病・CKD等）
✓在宅医療において積極的役割を担う医療機関の位置づけ
（在宅医療）
✓医療・介護従事者や住民に対するACPの理解促進
（救急・在宅医療）

 医療従事者の
効果的な確保

✓医師偏在の状況
　等を踏まえた
　対策の実施
✓薬剤師の確保・
　資質向上

 具体的な指標の設 定
による政策循環の強化

✓データに基づいた現状の
　分析・課題の把握
✓具体的な指標を用いた
　進捗評価

 新興感染症発生・まん延時や災害時等に
備えた医療体制の整備
●�新型コロナウイルス感染症対応の教訓を踏まえ、平
時から医療機関の機能及び役割に応じた新興感染
症及び通常医療提供体制の確保を図る

●�災害時においても必要な医療を提供できる体制の
構築を図る

✓  新興感染症の発生・まん延時に備えた病床確保等に関す
る協定の締結（新興感染症）

✓  新興感染症の発生時等における通常医療と両立可能な体
制の構築（救急、小児、周産期等）

✓  在宅医療を積極的に担う医療機関等におけるBCP作成促
進（在宅医療）

 介護保険事業（支援）計画等の他の計画との
整合性の確保

【主な関係計画】
介護保険事業（支援）計画、がん対策推進計画、循環器病対策
推進計画、感染症予防計画、外来医療計画、医師確保計画、薬剤
師確保計画、医療費適正化計画、健康増進計画（健康ながさき
21）、歯・口腔の健康づくり推進計画（歯なまるスマイルプラン）

●�一般の入院医療が概ね完結する範囲として、地理的要件など社会的条
件を考慮し、8つの二次医療圏を設定（在宅医療は19地域）

長崎県は医療法に基づき、長崎県医療計画を策定しています。この計画は県内の医療政策推進の基本方針と
なるもので、病院企業団にとっても重要な計画です。今回は令和6～11年度の新しい「長崎県医療計画（第８
次）」のポイントをご紹介します。

壱岐

上五島

佐世保
県北

対馬

五島

長崎

県南

県央

Ⅰ 計画の目的
二次医療圏

Ⅲ 計画の内容

Ⅱ 二次医療圏の設定

計画の計画の
ポイントポイント

１ ２

４ ５３
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編集後記

旧長崎刑務所
正門(諫早市)

表紙写真提供：（一社）長崎県観光連盟

BREA
K

BREA
K

TIMETIME
監獄ホテル！？

星野リゾートが⽇本初のラグジュアリーな「監獄ホ
テル」として、令和８年春に明治41年建設の旧奈良監
獄を活用した宿泊施設を開業します。この施設は「明
治の五大監獄（刑務所）」の１つで、千葉、金沢、鹿児
島とともに長崎・諫早市にも長崎監獄が造られまし
た。全国的には「博物館　網走監獄」が観光地として
は有名ですが、マイナスイメージな施設の大胆な活用
に星野リゾートの企画開発・行動力に改めて感心した
ところです。
小職が県文化財担当者の頃、長崎監獄は現存してお
り、文化庁担当者と所有者の了解を得て建物内部に立
ち入ることができました。明治期の技術の粋を集めた
大規模な赤レンガ建築群に圧倒されたことが今でも脳
裏に焼き付いています。今後、人口減少とともに文化
財保存の担い手が減る中、星野リゾートのような「保
存と活用の好循環」の事例が増えてくることを期待し
たいと思います。
今回は、長崎監獄をはじめとする、江戸時代末期か
ら第二次世界大戦終了時までの本県の近代化のために
造られた建造物（近代化遺産）を調査し、刊行された
県教育委員会の「長崎県近代化遺産総合調査報告書
（1998年）」の中から、皆様が見学できる興味深い建造
物をいくつかご紹介します。分野が非常に多岐にわ

たっているため、今回は鉄道・軍事関係などに限定し
たいと思います。
鉄道関係として、松浦鉄道の福井川橋梁などは、戦
時中の昭和14年に物資不足のため、鉄筋ではなく竹で
補強された竹筋コンクリート建設のアーチ橋です。ま
た、旧国鉄の駅舎として大村駅が大正７年、道ノ尾駅
が大正15年に建築され、当時の駅舎を今に伝える貴重
な建物です。
軍事施設として、大正12年建設の佐世保市民文化
ホールは、第１次世界大戦での佐世保鎮守府艦艇の活
躍を称えた凱旋記念館であり、大正11年に建設された
国の文化財「針尾送信塔」などとともに⽇本近代化の
躍動を体感できます。壱岐市の昭和８年竣工の黒崎砲
台、対馬市の昭和９年竣工の豊砲台、明治33年完成し
た延長約300ｍの万関運河などは、本県離島が国防の
要であったことを認識させられます。
このほか雲仙観光ホテルは昭和10年に長崎上海航路
による訪⽇外国人誘致のために建設され、⽇本在来の
建築にスイス・シャレ―式を加えた豪壮華麗さと素朴
簡潔なコテージの趣味を兼ね備えています。
最後に小職が県の学芸文化課の頃、前述の調査報告
書に基づき、故文化庁調査官が県内の多くの教会堂を
国の文化財に指定していただいた。この指定による保
護措置もあり、後にほとんどは世界遺産「長崎と天草
地方の潜伏キリシタン関連遺産」の構成資産となりま
した。
今回も最後に心に残った一言、新型コロナウィルス
のメッセンジャーRNAワクチンの基礎構造を発見した
古市泰宏先生が、これからの研究者にエールとして
送った言葉「YMW（やって、みなくちゃ、わからない）｡
挑戦する心。好奇心を持って突き進めば、そこから思
わぬ発見がある」。
皆様も新しい年度に､新たなチャレンジをしてみては!!

令和６年４月発行
編集・発行／長崎県病院企業団本部
〒 850-0035 長崎市元船町 17-1  長崎県大波止ビル７階
TEL.095-825-2255  FAX.095-828-4759

［E-mail］ honbu@nagasaki-hosp-agency.or.jp
［U  R  L］ https://www.nagasaki-hosp-agency.or.jp
◎上記メールアドレスに記事についてのご意見・ご感想をどんどんお寄せください！ 

　この度、米倉企業長及び人事異動により三浦主任主事、瀬川主任主事が、本部を去ることにな
りました。ふくよかの名付け親である米倉企業長が退職されるのは寂しい気持ちもありますが、
皆さまの益々のご活躍とご多幸をお祈りいたします。
　また、新しく本部に２名の方が赴任されました。これからどうぞよろしくお願いします。

文責：副企業長��馬場�秀喜
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